
ＡＴＳによる曲線速度超過対策の例

位置→
ATS-P地上子

正しい運転

②速度超過すると自動的にブレーキが動作

曲線区間

③制限速度でブレーキが自動的に解除

〔制限速度＋○○km/h〕

（ATS-P線区）

↑
速
度

①地上子からの情報（制限速度・曲線までの距離・制限区間長）を
　 もとに車上に速度照査パターンを作成し連続的に運転速度を照査

〔速度照査パターン〕

〔制限速度〕

誤った運転

（ATS-S線区）（ATS-S線区）

正しい運転

曲線区間

〔制限速度〕

位置→

③停止するまでブレーキは解除しない

↑
速
度

誤った運転

正しい運転

速度照査用地上子

曲線区間

〔制限速度〕

位置→

②地上子からの停止情報を受信すると自
動的に非常ブレーキが動作

③停止するまでブレーキは解除しない

↑
速
度

誤った運転

照査速度△△km/h

照査速度○○km/h

①地上子の位置で速度照査（２つ
の地上子を通過する時間により速
度を照査し、速度超過の場合、列
車に停止情報を送信）


